
全国「和食」連絡会議 第５回交流会

『１２０４ 和食セッション』～次代に繋ぐ和食の集い～

全国「和食」連絡会議

１３：００

来賓挨拶 農林水産省 食料産業局 和食室長／小宮恵理子氏

開会挨拶・議長宣言
和食文化国民会議 理事 兼 全国「和食」連絡会議 議長／服部幸應
(服部学園理事長、日本食育インストラクター協会理事長)

１3：3０ 講演｢茶事における盃事の重要性と新しい試み｣

講演「北海道の昆布がもたらす食文化の多様性と地域の矜持」

１５：１５ ワークセッション（約6０分）

１６：３０ 閉会挨拶 全国「和食」連絡会議 副議長／民輪めぐみ（タミワオフィス代表）

開催概要 令和元年12月4日（水）13:00～16:30（12:30 受付開始）

http://www.jankb.co.jp/conference-access.htm

事例発表をした登壇者と参加者がワークセッションにより

双方向の交流を図ります。

※入江亮子氏、小谷幸司氏（2ブース×約30分）

参加無料

懐石料理温石会主宰・利き酒師・酒匠／入江亮子氏

北海道の昆布は国内生産量9割以上を占め､産地の生育環境により形状や
食味が異なる固有の品種を有し､出荷先や調理用途にも特長が見られます。
本報告では昆布が年中行事とも深く関わり､各地で多様な食文化を形成す
ることの尊さを次世代に繋ぐため､日頃取り組む活動内容をお話します。

札幌国際大学短期大学部教授･内閣府地域活性化伝道師／遊佐順和氏

東京都千代田区平河町2-7-9 JA共済ビル（地下鉄「永田町駅」徒歩2分）

◆今年のテーマ「次世代に伝えたい和食」

◆申込方法

① E-Mail：info@washokujapan.jp

② Fax：03-5817-4916

※氏名、年齢、性別、住所、希望連絡先（メールアドレス、
FAX番号など）を記入し、上記方法にてお申込み下さい。

参加申込先

ＪＡ共済ビル カンファレンスホール

講演｢大学生のチカラで次世代に繋ぐ：江戸前ちば海苔｣１４：0０

１4：３０

日本大学生物資源科学部くらしの生物学科教授／小谷幸司氏

茶事では通常日本酒が三回振舞われますが意外とそのことは知られて
いません。茶事における盃事の重要性と、バラエティ豊かになった
日本酒での新たな提案を伺います。おもてなしや日頃の晩酌にも役に
立つ内容です。

全国シェアわずか３％程度の「江戸前ちば海苔」｡私のゼミでは｢江戸前
ちば海苔｣の消費拡大と産業振興を目的とした各種活動に取り組んでい
ます。会場ではゼミ生の取り組みを紹介した後、学生達も開発にかかわ
った商品を含む「江戸前ちば海苔」をご試食頂きます。

◆お問い合わせ

一般社団法人 和食文化国民会議

事務局 Tel：03-5817-4915

※個人情報は当該業務の遂行・運営の為に使用し、
厳重に管理致します。

（参加費：無料）

※講演及びプログラムは諸般の事情により、
一部変更となりました。

※画像提供：世界文化社


